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●理念

子どもたち自身が楽しみ、自信に繋がる支援を行う

●支援方針

楽しく体を動かし、成長の土台作りに繋げる

楽しく体を動かすことをモットーに、お子さまの能力を最大限引き出せるよ
う、専門性の高いきめ細やかな支援を行います。すべてのお子さまが「でき
た！」を実感できるよう、スモールステップを大切にしています。



●提供方針

1、集団療育

チームで助け合ったり、仲間同士でひとつのことをやり抜く力など、お友達と一緒
に体を動かす楽しさや協力し合う大切さを学びます。

2、機械体操

鉄棒、跳び箱、マット運動、縄跳びなどの機械体操を通じて、基礎的な体の使い方
を覚え思い通りに動く体作りを目指します。

3、個別療育

個々のお子さまの特性や課題に合わせ、粗大運動、微細運動、感覚統合療法、SST、
ABA、学習支援等オーダーメイドの支援を行います。



●事業所情報

事業所名 営業日 営業時間
送迎の
有無

ユリシス・キッズ
日～金

（但し年末年始を除く）

平日10:00～19:00

日・祝祭日・長期学休（土曜
日を除く）9:00～18:00

あり

ユリシス・キッズ

Takabata

月～土
（但し年末年始を除く）

平日10:00～19:00

土・祝祭日・長期学休（日曜
日を除く）9:00～18:00

あり

ユリシス・キッズ

Haruta

月～土
（但し年末年始を除く）

平日10:00～19:00

土・祝祭日・長期学休（日曜
日を除く）9:00～18:00

あり



●支援内容①-1

5領域 支援内容

本
人
支
援

健康・生活
食事・排泄・睡眠・手洗い・着脱・身だしなみ・お片付け・場面
の切り替え・生活のリズムを作ること

運動・感覚
姿勢保持・歩行・集中力・筋力維持や強化・前庭覚・視覚・触
覚・固有覚のコントロールに関すること

認知・行動
見る力・空間認知・時間の概念・大きさや形の概念・色の判別・
数字の概念・順番の概念・こだわりや偏食改善に関すること

言語・コミュニケー
ション

言葉の理解や発語・指さし・文字の読み書き・ボディランゲー
ジ・他者とのコミュニケーション・絵カードを使った支援

人間関係・社会性
愛着・信頼関係・模倣・ごっこ遊び・感情のコントロール・集団
活動への参加・園生活や学校生活に関すること



●支援内容①-2

プログラム 運動内容 目的 5領域

本
人
支
援

基礎体力を養う
バランスボール、トランポリン、縄
跳び、サーキットトレーニング

持久力、筋力、柔軟性、バランス能力を向上
させることで、日常生活や遊びでの自立をサ
ポート

運動・感覚
健康・生活

感覚統合を促す
バランスストーン、平均台、ブラン
コ、滑り台、ボールプール

感覚刺激に対する適応力を高め、感覚過敏や
感覚鈍麻の軽減を図る

運動・感覚
健康・生活

協調運動（コーディネー
ション）を養う

玉入れ、ボール投げ、ボウリング、
バッティング、ビジョントレーニン
グ

目と手、目と足の連携を強化し、運動能力と
集中力の向上を目指す

運動・感覚
健康・生活
認知・行動

グループ活動による社会
性を養う

チームで行うボール運動やダンス、
風船バレー、つなひき大会、運動会

他者との協力、コミュニケーション能力を発
達させることで、社会性や共感力を育てる

運動・感覚
言語・コミュ
ニケーション
人間関係・社
会性

リラクゼーションとスト
レスケア

ヨガ、ストレッチ、呼吸法
自己調整能力を高め、ストレスを軽減させる。
情緒の安定を図り、精神面の健全な発達を促
す

運動・感覚
健康・生活
認知・行動

学習支援と身体運動の融
合

動きながら学ぶプログラム（例：数
字ゲームをしながら体を使うアク
ティビティ）

認知能力を高めると同時に、身体運動を通
じて学習意欲を引き出す

運動・感覚
認知・行動



●支援内容②

支援内容

家
族
支
援

①児童の発達や特性に関する状況・成果、相談・助言等 ②目標設定に関する意図・相談・
助言等 ③プログラム内容・意図・成果、相談・助言等 ④補助・手法に関する相談・助言
等 観察の機会や①～④等の子どもに関する事項、支援内容と意図に関する説明、相談、助
言など

①児童の発達に関する相談・助言等 ②支援内容に関する相談・助言等 ③家庭生活に関す
る相談・助言等 ④集団生活に関する相談・助言等 ⑤きょうだい児に関する相談・助言等
⓺制度に関する相談・助言等 家族のニーズに応じ、①～⓺等の相談援助を事業所での対面
にて実施

移
行
支
援

インクルージョンに向けた取り組みの推進
①事業所で支援し、習得した行動を園や学校、家庭などで同様の行動ができるように、般化
を目指した支援を行う
（1）環境が変わっても練習したことができる（2）練習と違った指示でも適切な行動を引き
出せる（3）ごほうびがなくても適切な行動がとれる
②保育園や学校等への訪問や受け入れの際に行った会議等を通じて、児童の心身の状況や生
活環境などの情報連携を実施



●支援内容③

支援内容

職
員
の
質
の
向
上

社員向け研修
①名古屋市主催の救急救命研修に参加 ②虐待防止研修 ③安全のための送迎研修

全スタッフ向け研修
①虐待防止（身体拘束）に関する研修 ②事故防止に関する研修 ③感染症に関する研修
④防犯に関する研修 ⑤災害に関する研修 ⓺支援に関するスキルアップ研修を不定期開催

その他
職員間の円滑な情報共有のためのツールとしてグループLINEを活用
利用者の支援に関するミーティングを月1回以上対面にて開催

主
な
行
事

①季節に関するイベント（クリスマス会、ハロウィンパーティ、七夕まつり、節分、水遊び、
プラネタリウム、プロジェクターを使った疑似体験型アトラクションなど）
②運動に関するイベント（事業所同士の合同運動会、つなひき大会など）
③音楽に関するイベント（リトミック、ダンス大会、盆踊り大会など）
④工作に関するイベント（びゅんびゅんコマ作り、紙コップけん玉作りなど）
⑤遠足、公園遊びなど
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